
災 害 が 発 生 し た 時 は

避 難 所 で は

飼い主は第一に自分の命を守る行動をしてくだ
さい。ペットの安全も飼い主が無事であればこ
そです。

避難所の運営は地域の避難者が自主的に行いま
す。ペットの世話も、飼い主が責任を持って行っ
てください。

ペットと同行避難している方で「飼い主の会」
を立ち上げ、ペットの生活環境を良好に保ちま
しょう。

慌てて避難所へ行くのではなく、自宅の状況を
確認し、生活できる状況であれば、「在宅避難」
をしてください。避難所で
はペットと同じスペースで
生活できません。

災害時にはガラスなどが散乱していますので、
肉球を傷つけないよう足元に注意してあげま
しょう。

避難所に到着したら、飼い主は「避難所利用者
登録票」と「ペット登録台帳」を書いてください。

飼い主が分かるように、首輪に迷子札などを必
ず付けてください。

避難所へ行く場合は、必ず
ケージかリードを持参して
ください。リュック式のケー
ジは、飼い主の両手が自由
になり、安全に避難するこ
とができます。

　避難所でもペットと一緒に過ごせると良いですが、避難者の中には動物が
苦手な方やアレルギーの方もいるため、避難所の中にペットを入れることは
できません。いつ起こるか分からない災害に向け、事前に準備をしておきま
しょう。

同行避難に役立つペット防災手帳を
市役所玄関案内と危機管理課窓口で
配布しています！
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